
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

寒くなるとたくさんのカラスが集まっているのはなぜ？

山 口 県 で見 られるサギのなかまとその生 活  

１１１ 

なるほどなっとくニュース  

な っ と く ん の 

なっとくんの「なるほどなっとくニュース」は、県立山口博物館ホームページでダウンロードすることができます。 

山口県立山口博物館 学校地域連携担当 

２０１５年１１月４日  No.１４５ 

カラスと言
い

うと、真っ黒
ま   く ろ

で大きな
おお     

鳥
とり

とひとくくりにされますが、カラスにも種類
しゅるい

があり

ます。山口県
やまぐちけん

で年中
ねんじゅう

見られる
み    

のは、ハシボソガラスとハシブトガラスの 2種類
しゅるい

です。 

春
はる

から秋口
あきぐち

にかけては､子
こ

育て
そだ   

をするために、縄張り
な わ ば  

を作って
つく     

生活
せいかつ

しますが、寒く
さむ   

なる

と同じ
おな   

ねぐらに多く
おお   

のカラスが集まって
あつ       

過ごします
す     

。そのため、寒い
さむ   

時期
じ き

の夕方
ゆうがた

には同じ
お な  

方向
ほうこう

に向かって
む    

飛んで
と   

いるカラスの群れ
む   

が見ら
み  

れるようになります。 

クロサギ 

海岸
かいがん

で見られます
み    

。 くちばしがへらのよう

になっています。 

 

食事
しょくじ

 

さむ                            あつ 

冬
ふゆ

になるとユーラシア大陸
たいりく

から渡って
わた    

くるカラスがいます。ハシボソガラスに似た
に  

ミ

ヤマガラスと、小型
こ が た

でおなかや首
くび

回り
まわ  

が白い
しろ  

コクマルガラスです。 

これらのカラスは群れ
む  

で行動
こうどう

するため、田んぼ
た   

などに集ま
あつ   

ってえさをとっていること

があります。 

ハシボソガラス 
ひたいは余り

あま  

出
で

て

いないよ。 

ガーァ、

ガーァ 

鳴き声
な  ご え

に特徴
とくちょう

がありま

す。 

ひたいが大きく
おお    

張り出し
は  だ  

ているよ。 

くちばしはハシブトガ

ラスの方
ほう

が太い
ふと  

よ。

(名前
なまえ

の由来
ゆらい

) 

そして、体
からだ

はハシブト

ガ ラ ス の 方
ほう

が 少し
すこ  

大きい
おお    

よ。 

カァ、カァ 

ハシブトガラス 

ミヤマガラスの群れ
む  

にコクマルガラス

も混ざって
ま    

いることが多く
おお  

あります。 

コクマルガラスには、全身
ぜんしん

が真っ黒
ま  く ろ

の個体
こ た い

もいます。

ほかのカラスとの見分け方
み わ   か た

は、体
からだ

が小さく
ち い    

、「キュ、

キュ」という特徴的
とくちょうてき

な鳴き声
な   ご え

です。 

コクマルガラス 

ミヤマガラス 


